
９
月
15
日
～
10
月
16
日
ま
で
区
議
会

第
三
回
定
例
会
が
開
か
れ
、
９
月
17
日

に
日
本
共
産
党
区
議
団
を
代
表
し
て
、

私
お
ぐ
り
智
恵
子
が
一
般
質
問
を
行
な

い
ま
し
た
（
左
写
真
）
。

７
月
28
日
に
最
大
震
度
７
を
観
測
し

た
熊
本
地
震
で
は
、
避
難
所
に
間
仕
切

り
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
が
入
り
始
め
た

の
は
１
週
間
後
で
、
パ
ン
ば
か
り
の
食

事
が
続
い
た
り
、
避
難
所
に
冷
房
が
な

い
な
ど
で
車
中
泊
が
多
数
出
ま
し
た
。

災
害
発
生
か
ら
６
～
４
８
時
間
で
避

難
用
テ
ン
ト
や
、
Ｔ
Ｋ
Ｂ
（
ト
イ
レ
・

キ
ッ
チ
ン
・
ベ
ッ
ド
）
が
整
い
、
温
か

い
食
事
が
提
供
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
と
の

違
い
が
歴
然
で
す
。

私
は
、
イ
タ
リ
ア
並
み
の
災
害
対
応

の
組
織
と
制
度
を
つ
く
り
、
各
自
治
体

ご
と
の
災
害
対
策
だ
け
で
な
く
、
国
や

都
道
府
県
と
連
携
し
て
役
割
分
担
を
し
、

人
員
や
備
蓄
な
ど
の
整
備
、
救
助
、
救

援
体
制
の
強
化
を
す
す
め
て
い
く
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
「
区
で
は
こ
れ
ま
で
も
避
難

所
で
の
生
活
の
質
を
維
持
す
る
た
め
、

全
避
難
者
分
を
想
定
し
た
エ
ア
マ
ッ
ト

や
要
配
慮
者
向
け
の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

な
ど
を
計
画
的
に
備
蓄
し
、
食
事
も
多

様
な
品
目
の
確
保
に
努
め
て
い
る
」

「
国
に
お
け
る
防
災
庁
設
置
に
向
け
た

動
向
を
捉
え
、
東
京
都
と
役
割
分
担
し
、

不
足
す
る
資
器
材
や
輸
送
体
制
の
確
保
、

専
門
人
材
の
派
遣
受
け
入
れ
な
ど
、
広

域
的
な
支
援
体
制
の
強
化
に
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

今
回
の
熊
本
地
震
で
は
避
難
所
と
な
っ

た
学
校
体
育
館
な
ど
に
エ
ア
コ
ン
が
な

く
、
厳
し
い
避
難
生
活
が
強
い

ら
れ
る
一
方
、
熊
本
県
の
陸
上

自
衛
隊
健
軍
駐
屯
地
に
は
長
射

程
ミ
サ
イ
ル
が
配
備
さ
れ
て
お

り
、
被
災
地
に
「
ミ
サ
イ
ル
は

あ
っ
た
が
エ
ア
コ
ン
な
か
っ
た
」

と
嘆
き
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

（
裏
面
に
つ
づ
く
）
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［
質
問
項
目
］

１
．
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

２
．
防
災
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

３
．
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の
取
組
み

４
．
気
候
危
機
と
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

５
．
築
地
市
場
跡
地
開
発
の
環
境
影
響

評
価
書
案
に
つ
い
て

６
．
不
登
校
と
教
育
問
題
に
つ
い
て
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令
和
七
年
度
（
２
０
２
５
年
度
）
中

央
区
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
、
日
本
共
産
党
中
央
区
議
会
議

員
団
は
反
対
の
態
度
表
明
を
行
な
い
ま

し
た
。・

・
・
・
・
・
・
・
・

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
２
０
２

５
年
度
の
予
算
審
議
の
際
、
私
立
・
区

立
の
保
育
所
の
０
歳
～
２
歳
児
の
保
育

料
無
償
化
や
生
活
保
護
世
帯
へ
の
歳
末

見
舞
金
・
夏
期
見
舞
金
の
復
活
、
情
報

公
開
手
数
料
の
廃
止
、
教
科
活
動
や
各

種
行
事
、
修
学
旅
行
な
ど
の
教
材
費
の

無
償
化
の
た
め
の
費
用
な
ど
を
計
上
し
、

そ
の
財
源
と
し
て
道
路
占
用
料
を
引
き

上
げ
て
歳
入
増
を
は
か
る
予
算
修
正
案

を
提
出
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
わ

が
党
の
修
正
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

年
度
途
中
に
補
正
予
算
が
組
ま
れ
、
保

育
所
の
０
歳
～
２
歳
児
の
保
育
料
無
償

化
が
実
現
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
が
長
年

要
望
し
て
き
た
保
育
料

の
無
償
化
が
、
０
～
２
歳
児
を
含
め
認

可
保
育
所
・
こ
ど
も
園
、
認
証
保
育
所

も
基
本
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
大
き
な
前
進
で
す
。

予
算
執
行
の
内
容
に
は
、
私
た
ち

が
長
年
要
望
し
て
き
た
高
齢
者
補
聴
器

補
助
の
拡
大
や
、
出
産
祝
品
の
増
額
、

区
内
共
通
買
物
・
食
事
券
の
拡
充
や
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
宣
言
に
向
け

た
福
島
県
大
熊
町
と
の
脱
炭
素
を
軸
に

し
た
連
携
に
よ
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

調
達
な
ど
評
価
で
き
る
施
策
も
あ
り
ま

す
が
、
抜
本
的
な
見
直
し
が
求
め
ら
れ

る
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
「
愛
着
を
も
っ
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
」
が
で
し

た
が
、
今
、
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
の
異
常

な
高
騰
な
ど
で
、
住
み
続
け
ら
れ
な
い

事
態
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

転
売
目
的
の
投
機
マ
ネ
ー
の
規
制
や
、

都
営
住
宅
、
区
営
住
宅
な
ど
公
営
住
宅

の
拡
充
、
「
住
宅
確
保
給
付
金
」
や
家

賃
補
助
制
度
な
ど
の
取
り
組
み
を
抜
本

的
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
「
中
央
区
の
魅
力
の
発
掘
」
の

た
め
に
、
築
地
市
場
跡
地
の
埋
蔵
文
化

財
の
調
査
中
の
「
浴
恩
園
」
の
保
存
、

再
生
を
は
か
る
こ
と
、
築
地
地
区
ま
ち

づ
く
り
は
超
高
層
ビ
ル
な
ど
を
９
棟
も

つ
く
る
開
発
で
は
な
く
、

公
園
や
緑
地
を
中
心
に
し

た
計
画
に
見
直
す
よ
う
よ

う
求
め
ま
す
。

③
環
境
に
多
大
な
負
荷
を
か
け
、

地
価
や
不
動
産
価
格
の
上
昇
が
困
窮
世

帯
の
住
ま
い
を
奪
う
要
因
に
な
っ
て
い

る
大
規
模
再
開
発
中
心
の
市
街
地
再
開

発
事
業
は
大
本
か
ら
見
直
す
べ
き
で
す
。

④
学
校
給
食
や
幼
稚
園
弁
当
給
食

の
無
償
化
に
つ
づ
き
、
義
務
教
育
は
無

償
の
立
場
に
立
っ
て
、
教
材
費
や
修
学

旅
行
な
ど
の
無
償
化
を
は

か
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま

す
。

（
一
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

中
央
区
で
は
、
東
京
駅
前
八
重
洲
地

区
の
駐
車
場
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
用
シ
ェ

ル
タ
ー
を
整
備
す
る
計
画
を
都
が
す
す

め
て
い
ま
す
。

い
ま
高
市
政
権
は
、
来
年
度
予
算
に

長
射
程
ミ
サ
イ
ル
の
導
入
費
等
に
５
千

４
百
億
円
を
も
り
こ
む
な
ど
、
軍
事
費

に
10
兆
円
規
模
の
莫
大
な
予
算
を
つ
ぎ

こ
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
震
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
戦
争

は
止
め
ら
れ
ま
す
。
政
府
の
や
る
べ
き

こ
と
は
、
軍
備
の
拡
大
で
は
な
く
、
外

交
努
力
で
戦
争
の
危
険
の
な
い
日
本
と

ア
ジ
ア
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

私
（
お
ぐ
り
）
は
、
必
ず
起
き
る
災

害
に
備
え
て
、
災
害
対
策
に
し
っ
か
り

予
算
を
つ
ぎ
込
ん
で
国
民
の
安
全
を
ま

も
る
こ
と
こ
そ
必
要
だ
と
訴
え
、
区
長

の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
「
国
に
お
け
る
安
全
保
障
に

つ
い
て
は
、
国
会
に
お
い
て
慎
重
か
つ

丁
寧
な
議
論
が
尽
く
さ
れ
る
べ
き
も
の
」

と
し
て
明
言
を
さ
け
た
答
弁
で
し
た
。

２
０
２
５
年
度
決
算
の
認
定
に
反
対


